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　On 亅anuary 　lO， 1895，　the　unifbrm 　regulation 　fbr　male 　elcmentary 　school 　teachers 　wa5 　prom 層

ulgated 　by　the 　ordinance 　of 　Hyogo　Pre伽 ture．　h 　included 　only 　the 　principa且s　and 　regular

teachers 　who 　made 　up 　one 　third 　 of 　al　1　 the 　teachers 　 at　the　e且emcntar ア schools．

　Thc 　similar 　unif（》rm 　regulation 　came 　into　effect　in　some 　other 　prefectures　such 　as 　Fukushima

Prefecture　and 　Niigata　Prefecture．　The 　uniforms 　 consisted 　 of 　a　jacket　and 　trousers・　The 　dc・

sig隅 of　the　jacket　were 　almost 　rhe　same 　as 山 e　ones 　adoptcd 　by　Hyogo　Prefectutc，　whiCh 　had　a

stand 　conar ，　trirnrning　braid3，　hooks　and 　eycs 　in　front　opening 　and 　sli脇 at　the　bOttorn．　Thus，　it

can 　bc　c 。nsidered 　that　the　adoption 　of 　thc　uniform 　rqgulation 　showed　the　fo且10wi  ：

　 （1）Considering　the　fact　that　the　uniforms 　adopted 　by　the　prefectures　were 　a   d　 of 　Western

clethes，
　thc　male 　teachers

’
wearing 　Westcrn−stylc 　uniform 　hclpOd　to　promotc 　thc　Westernization

policy　taken 　by　the　govemmen し

　（2）The 　d¢ sig 【ms　of　the　uniforrns 　adopted 　by　the記 prefectUres　we7c 　 almo6t 　the　same 。　 It　may

suggest 　that　the　preftctural　leadcrs　at 　that　time　wcrc 　rnore 　conscious 　of 　the 　new 　integrated　90vc「 n’

ment 　than 　of 　the　old 　feudal　government 　consiSting 　of　the　fcudaI　domains　replaccd 　by　the 　prefec・

tu【℃ ．

　（3｝The　origin 　of 　the　designs　of 　elementary 　school 　teachcrs
’

u 漁 ）m 　was 　th。　 uniform 。r　th。

professors　at 山 ¢ tcacher
’
3　coUege

，

‘‘Shihan　Gakko ．”　Their　uniform 　was 　orig洫al且y　designed　ba3ed
on 　the 皿 皿i町 uniform 　 which 　 was 　also　 ordcred 　by　the　 uniform 閃 guladon． ［［hcrcfQrc，出。

uniforrns 　f（）r　male 　el   entary 　sChoo1 肥 achers 　adoptcd 　by　the　ordinanco 　must 　havc　p亘ayed 　serne

m 且e　in　crtating 　the　rnilitariStic 　atmosphere 　at 廿ie　elernentary 　schools ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Dec ¢ mbcr 　l8
，

且990）

K 。yw   幽 ： un 漸 m 　re 即 1ati。n 服制 ，
。rdinance 訓令，　 Wcstcrn　clothes 洋服，  】itary　uniferm

軍服，elernentary 　school 　teacher 小学校教師，　 Hyogo 　PrcfeCtUre 兵庫県．

　1． まえがき

　教師の 服装は ， 教師の こ とば とは 別 の 形 で生徒に 影響

を 与え る もの として ，今 日なお その あ り方 が問 わ れて い

る．た とえば ， 新前教師へ の 手引書に は ， 「先生ら し い

身な り ・
服装」

1〕t〕

， 「手 は じめ は 服 装か ら」
3｝，「望 ま しい

教 師 の 服 装 と児 童 ・生 徒 に 対 す る 態 度 」
4）5 ｝

とい っ た タ イ

トル で ， 教師 に 望む 服装や 態度が述べ られ て い る．つ ま

り教師の 服装は ， 教師個人の 好み と教育の 場との板ば さ

み で あ り， 教師 自身の 人間性 と時代の もつ 教育精神との

い わ ば 妥協点 で ある．

　 こ の よ うな 見か た か ら，本論 は 明治後期 に 導入された

小 学 校男子教 師 の 服制 を 中心 に ，教育精神 が どの よ うな
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流れ を もっ て 教師の 服装を形 成 し た か ．ま た その 服 装 に

対す る教師の 反応は い か な る もの で あ う た か を 明らか に

し よ うとする もの で ある．

　従来，生 徒の 服 装を対象に した 研 究 は，歴 史的 な 研

究
S，

や 実態調査に よる 研究
7｝

な どが行われて い る．しか

し ， 教 師の 服 装に 関す る もの は きわめ て 少 な い
8｝．さら

に 服 制 に 関 す る研究 も，官 吏の 礼 服や 軍隊 の 制服な ど主

として 勅 令，太 政官布告，達 の よ うな強い 命令に 関 した

もの が 多 く
9）−11），教師の 服制 とい う訓令に ま で 及 ん で

い ない ．

　教師の 服装 の 問題 は ， 日本だ け に 限らない ．た とえば ，

1963年 ア メ リカの カ リフ
ォ ル ニ ア 州で あ ご ひ げ に つ い

て，1967年 ル イ ジ ア ナ 州 で ノ ーネ ク タ イ に つ い て
，

1971

年ニ
ュ
ーヨ ーク州で 女子教師 の 水着に つ い て ，裁判ざた

に まで な っ て い る．こ の ほ か に 長髪，鼻輪 な ど も，話 題

に な っ た 服 飾で あ る
lv ．

　教師の 服装は，教育の 場 は もち ろん の こ と，人 権上 か

ら，また，子供に 関連 した保護者の 鬨心 事 と して，古今

東西 で 論議を呼ぶ もの で あ る．

　今回 ， 小学校教師の 職服に つ い て 研究を始め た が
， 教

員養成の 段階が明確に ならなけれ ば論 が展開 し ない こ と

が 判明 し た．ゆえ に 前 半に，師範学校の 生徒 と教師の 服

装を論 じた こ とを断 っ て お く．資料お よ び考察 に あた っ

て は ， 兵庫県を 中心 に 行 っ た が，共 通 点の ある もの に つ

い て は 他府県を参考に した．

　また ， 「教 師」 と 「教員」 の こ とば使い に つ い て は ，

法令関係で は 「教員」を用 い た が，一
般的 な文章の な か

で は 「教師」を使う た．

こ と，ゆえ に それ を預か る教師は その 職務を十分自覚し，

自ら勉学 に励 ま なければ ならない こ と，尊王愛国の 精神

を広 め る こ と，道徳 教育に 力を そそ ぐこ とな どで ， 精神

性 の 高い もの であ っ た．

　 こ の 心得の 中に ，服 装に 関す る具体的 な 記述 は ない が，

「風俗 ヲ シ テ 淳美 ナ ラ シ メ 」 とか，「品行 ヲ 尚 ク シ 」 とい

うこ とば か ら，飾 りけ の な い 道徳性の 高い 服装 ， イ メ
ー

ジ とし て質実な武家の 服装 が求め られ た と考え られ る．

「小学校教員心 得」の 精神 は，4 年後森　有禮 に よ りい っ

そ う具体的な形とな っ て展開す る．森は 明治 18 （1885）

年 12月，初代文部大 臣 に な り，翌 年 4 月に 「小学校令」

や 「師範令」 を公布 し
， 国家の た め の 教育， 心身ともに

強 い 国民教育をめ ざした．

　師範学校の 生徒 は，それ まで 幾 分 ル ーズ で バ ソ カ ラ な

気分 を 持 っ て い た．それ が，軍隊式組織を も っ た 洋風寄

宿舎に 住む よ うに な る と，規律を重 ん じた 厳格な 態度や

行動をと る よ うに 変化 して い っ た．そ して 服装に お い て

は，明治 19（1886）年 6 月，文部省訓令第 4 号に 基づ き

洋服の 制服が支給され ， 「長起か ら就褥 ま で 本校 の 制服

を着用す る事に 定め 」
m られ た の で ある．表 1 に 明治 19

（1886）年の 兵庫県師範学校に お け る制服 支給の 状況 を

示 した．こ の 支給 は ， どの 師範学校 の 生徒に も余裕 の あ

る量で あっ た ら し く，北海道の 札幌師範学校の よ うに，

「給 与 した 被服 品 が 餘れ ば 学校で それ を割引 し て 買上 げ

る制度」
1ω

まで つ く られ た．生徒 は それ を 蓄 え た り，な

か に は 貧苦 の 親に 送金 した とい うほ どで あ っ た．さ ら

に，「靴墨，裁 縫 針 まで 給 與 され た．〈中 略〉 洗濯物 は

土曜 日毎に め い め い 名札を附け て
， 舎監室の籠の 内に入

　 2・　師範学校における服装

　 日本 の 小 学 校 は，欧 米 各 国の 教 育制度 を参考 に して ，

明治 5 （1872）年 8 月発布の 「学制」か ら始 ま る．と こ

ろ が，最初の 東京官 立 師範学校 は そ の 3 ヵ月前 に 設立 さ

れ た ばか りなの で ， 今日的な資格を持 っ た教師は 皆無で

あ っ た ．結局，士族出身の 男子 が，小学校教師 とし て 多

く採用され た の である，

　明治 7 （1874）年 に，「小学校教 員免 許規則」が 制定

され，師範学校 の 卒業生 とは別 に，教員免許を持 っ た 教

師が 生まれ る よ うに な る．そ して生徒数の 増加に 伴い ，

平 民 出 身の 教 師や，免許 状 を 持 た な い 教 員 （＝ 准教 員）

も増え て い く．そ こ で 政府 は，教師 の 手 本 と して
， また

新 しい 教育制度 に お け る教師の 理想像を示すた め に ，明

治 14（1381）年 「小学 校教 員 心 得」を 発 布 した．こ の 内

容を要約する と， 教育が新制国家に とっ て 非常に 重要な

表 1．兵庫県尋常師範学校に お け る 被服 の 支給

　　　（明治 19年）

品 目　　保存 期限
支給 数

1年 　 　2 年 　 　3 年 　 4 年

冬衣袴
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夏襯衣袴

外 套

靴

脚 袢

帽 子

日 覆

靴 下

舞
舞
岬

鬘

舞
胡

　

　

　

　

　

l
　　
l
　

　　
　

　　　　
l

2222122114　

　

　

　

　

　

　

　

2

1

−

11

2

ワ町

24

1111

9欟
9一

l14

昌

　

　

　

　

2

艮

−

ll

り白

2

24

22 （858 ）

『兵庫 県教育史』p．128

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

明 治 後 期 小 学校 男子 教師の 服制 に つ い て

れ て 置けぽ 洗濯屋 が チ ャ ソ と洗濯 して，ア イ ロ ン を掛け

て持 っ て 來る．靴の 修繕 は 南
一

條の 岩井か ら小 僧が 取 り

に 來 る ， 誠に 冥加の 至 りさ」
ls）

と述べ る ほ ど ， 被服管理

の ほ うも行 き届い て い te．

　 こ の よ うに 充実し た制服支給 に よ り， 生徒の 意識は ど

の よ うに 働い た か み て お きた い ．た とえ ば 明治 20（且887）

年 に，兵 庫 県 尋 常師 範学 校 に 入 学 し た 人 の 回 顧録 に ，

「夏休 み に 洗濯仕 立 の 真白い 小倉服に ゲ ートル を巻 き郷

党 （＝ 郷里の 人 々 ） に 対 し軽い プ ラ イ ドを感 じた 」 とか ，

「入 学 の 日に か ぶ っ た O 師の 帽章 の み 心 強 く何 と な く優

越感を覚ゆ るの で あ っ た 」
16）

と述 べ られ て い る．こ の こ

とか ら ， 小倉服や 帽章とい っ た 師範の 服飾 の
一

つ
一

つ

が，こ とぽ で 語らず と も師範学校生徒 で あるとい う事実

を 他 者 に 認 め させ ，その 反応か ら エ リー ト意識を味わ っ

た とい う図式が読み 取れ る．事実，師範学校を優秀 な 成

績 で 卒業 した 者 は ，す ぐに 今 日の 小学校長 に あた る 首座

教 員 に 最 高 給 で 迎 え られ た とい う
17L

こ の 例 か ら も．師

範学校出身者の 地 位が，現場 教師の なか で い か に 高い も

の で あ っ た か が推し量れ る．さらに 教師の 構成員数 の割

合か らも，
エ リート性は 明 らか で あ る．た とえ ば，明治

17（1884）年 の 兵庫県下公立小学校教員総数 は ， 3，818人

で あ っ た が
，

こ の うち 正 教 員 の 訓 導は 1，061 人 ，そ の う

ち 師範学校出身者 Vt　183人 で あ っ た．割合か らい え ぽ，

全 体 の 約 5 ％とい 5少なさで ある ls）．

　次に ，師範学校の 生徒が常に モ デ ル とす る彼 らの 教 師

は ど うで あろ うか．

　森 有禮 は ， 明 治 20 （1887）年 5 月 に 師範学校職員服

制取調委員会を 発足 させ ，委員長 に 高等師範学校長山 川

浩を 任命 し t ．委員に は 文 部 省参事官 2名，視学官 2 名，

高等師範学校教諭 2 名 の 計 6 名が 加わ っ た 19）．こ の 委員

会の 報告を受けた結果と思われ るが，明治 21 （1888）年

9 月 ！5 日，森 は 文部 省 訓 令 第 2 号 IC よ り，下記の 重大

な命令 を下 した．

　「尋常師範学校職員 ノ 儀ハ殊 二 容儀 ヲ 正 シ 威重 ヲ 保 タ

シ ム ル コ ト職務上 必要 二 付自今該学校長教育幹事舎監 ハ

職務上
一

定 ノ 服 ヲ 着用 セ シ ム ヘ シ 　但本文改正
一

時 二 行

届キ 難 キ モ ノ ハ 來明治 二 十 二 年 六 月迄猶豫 ス ル コ ト ヲ

得 」
2°》

　 こ れ を受け て 各師範学校 で は，す ぐに そ の 準備 に 取 り

か か り，東京府尋常師範学 校 は 同年 9 月 26 日，「師範学

校職員制服 ノ 儀＝付伺」
tl｝

を東京府知事 に 提 出 し た．訓

令か ら 10 日あま りの 速さで あ る．その 形 を 図 1−1，1−2

に 示 し た．徽章 に 蜻蜒 （せ い て い ＝ 蜻 蛉 ） を 用 い て お り，

武士 の 勝虫文様を 髣髴 とさせ る．

　　図 1−1．東京府尋常師範学校制服案　上衣 ・袴

明 治 21 年 9 月 26 日．『東京教育史資 料 大 系』 第 6 巻 ，

P．161

鬱

霤

　　　図 1−2．東京府尋常師範学校制服案　外套

明治 21 年 9 月 26 日．『東 京 教 育 史 資 料 大 系 』 第 6 巻 ，

P．161

　「官報」第 1578 号 （明治 21 （1888）年 10 月 1 日） に

よ る と，埼玉 県尋常師範学校に お い て ，学校職員 （校長．

教員，幹事 ， 舎監）の 服制 を 定 め た と発表して い る．こ

れ を皮切 りに ， 「官報」第 1587号 （明治 21 （1888）年 10

月 11 日）か ら 第 1655号 （明治 22 （1889）年 置月 8 日）

ま で の 約 3 ヵ 月 の 間 に ，静 岡，愛知，熊 本，兵 庫，宮城，

青森，鳥取 ， 福 岡 ， 大分，福島，島根 ， 和歌山，北海道，

山形，東京，神奈川 の 順 に，尋常師範学校は職服制定を

公 表 して い る．
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　師範学校で 職服をなぜ
一

定 に す る の か とい う理由に つ

い て ，森は 先の 訓令の なか で，容儀を 正 す （≡礼儀に か

な う） こ と と，威重を保 つ （い ち ょ う＝お ごそ か で 落 ち

着い て い る ） こ とをあげ て い る ，こ れ は彼 が，「師範令 」

の 第
一

条 に あ げた 「順 良，信愛，威重 」の 理 想を，服 装

で 具体化 した もの と受け取 っ て よい で あろ う．ま た 訓令

の 文言か ら解釈すれば，各師範学校 ご とに 独自の 形 に し

て よい はずで あ るが ， 福島県
t2》で も奈良県

23＞
で も違い は

な く， 徽章が異な る程度 で ある，福島県尋常師範学校の

職服 を 例 に，そ の 形 式 と地質を み る と次 の と お り で あ

る
22＞．

形式　帽

　　　上 衣

　　　袴

　　　外套

地質　帽

　　　上 衣

　　　袴

　　　外套

獨逸形黒庇附

達摩形縁附

腕骨上 締

圃の 如 し 　扣 鈕 は 金色

黒 絨

黒絨紺絨 ノ 内但夏衣白色妨 ナ シ

同上

同上

　 デ ザ イ ン画 は ，東京府尋常師範学校制服案 （図 置
一1，

1−2）と大 きく変わ ら な い ．立 襟 ま た は折襟，ア ーム ホ

ール か ら裾に 引い た 体型線， 脇裾の ス リ
ッ

b
，

ブ レ ー ド

の ト リ ミ ン グ，フ
ッ

ク 止め の 前合せ な どか ら成 る こ の 上

衣 は ，当時達摩形 と呼ば れた．

　 こ の 形 の 源を探 る と，2年前の 明治 19 （1886）年 7 月，

勅令第 48 号陸軍将校服 制改正 が浮 か び あ が る
24）．こ の

中 に
， 大将や 大佐お よ び相當官の 軍衣があ り， そ れ らの

フ ロ
ッ グ （frog）や 袖章 を は ずす と， 師範学校の 職服 の

基本形があ らわ れ る （図 2−1，2−2），外套 は ，フ ードを

取 りつ け るひ もが加わ るだ けで ，図 1−−2 と図 2−2 は ほ と

ん ど変わらない ．

　教 育界 に 兵式体操 を導入 した ほ どの 森で あ るか ら，彼

の 影響の もとに，各師範学校が陸軍軍衣を職服の デザ イ

ン ・ソ ース （design　 source ） に 選 んだ と して も，あ な が

ち 不 思議 な こ とで は な い ．

　師範学校 に よ っ て は 上記を略服 と して ， ほ か に 正服を

定め た 例もある．新潟第
一

師範学校 で は，「正 服　上衣

　 フ ロ
ッ

ク コ ート　地 質　深黒紺羅紗　袴　通常製に 同

　 じ 地質 羅紗 色適 宜　帽　中山形　色適宜P ）
と した．

絨製 の 略服 よ りも上質の 羅紗を用い た フ ロ
ッ ク コ

ー
トは，

執務中着用す る もの と され た が，儀式以外 は 略服で もよ

い とい うこ とで あ っ た ．

　明治 30年代中 ご ろ に な る と ， 職服に も変化 が生 じ る，

青 山 師範学校 で は，出勤中は 「フ ロ
ッ ク コ ー ト若 クハ黒

24

　　　　 図 2−1　陸軍服制　軍衣 ・大将上衣

明 治 19年 7 月 6 日 勅令第 弼 号．『法令全書』明治 19年 ，

p，237

龠

1

迎

〔コ

oOoo

じ

oooL

旧
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　　　　　　　図 2−2，陸軍服制　外套

明治 19 年 7月 6 日 勅令第 侶 号．r法令全書』明 治 19年 ，

P．237

又 ハ 紺 ノ 無地 ニ シ テ 上衣 ト袴，同色 ノ 脊濱 ヲ着 ス ベ シ ，

但 シ 夏季 ノ 上 衣 二 白色 ノ 袴 ヲ着ス ル コ ト ヲ得酒
》

とあ り ，

従来 の フ 卩
ッ ク コ ートや達摩形 に 背広を加えて い る．ま

た 帽子 も山高帽に 加えて ，海軍形，ヘ ル メ ッ ト形 （夏季

用）， そ の 他質素に し て 品位の よ い 夏季用帽子 と範囲を

広げ， 柔軟な 対応がみ られ る．

　師範学校の 生徒の 制服や職員服制は ， 文部省訓令が基

に な っ て い る．そ こ で 「訓令」の 意味 を調 ぺ る と ， 法的

な解釈で は，上級官庁か ら下級官庁へ の 命令 で ，法規 の

性質を有 しな い もの と な っ て い る．ゆ え に 違反 し て も違

法 に は ならない し，もち ろ ん 罰則 もない の で あ る．軍隊

で は ， 目的だ けを命令 し ， 手段 は命を受け る者 が 考 え る

とい う性質の もの で ある
27）2e＞．

　師範学校で は，森　有禮 の 訓令以後，急速 に，しか も

全国的 に ，同 じよ うな形 の 職服を制定 して い っ た．しか

し，こ の 訓令の ゆ るや か な法的性質や時間的な経過 か ら，

背広 を 加え た り， 兵庫県尋常師範学校の よ うに，自然消

滅す る
29）

とこ ろ が 出て きた りす る の で あ る．

（860 ）
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明 治 後期小 学校 男子 教 師 の 服制に つ い て

　3．　小学校男子 教 師 の 服 制

　明治 22 （1889）年 1 月 29 日の 「官報」第 1673号に ，

「宮城縣 二 於 テ ハ 執務上 着服 ヲ
ー

定 セ ン カ タ メ 小學校長

訓 導着服形式 ヲ定制 シ 自後 新 調 ノ 節 ハ 其形式 二 披 ル ヘ キ

旨 ヲ訓令セ リ」 とい う報告 が掲載 され た．ち ょ うど各地

の 師範学校で職員の職服が一
定化されて い た 時期で あ る．

こ れ に よ り，森 が 師範学校に対 して 下 した 訓令が，小学

校 に まで 影響 した と考 え て よい で あろ う．もちろ ん こ れ

以 前に も，小学校教師の 服 装を洋服 に
一

定化 し よ う とす

る動 きは み られ た．た とえ ば明 治 19 （1886）年 4 月 6 日

の 「官報」第 825号 に ， 三 重県で は 教育會を 開き， 伊賀

国阿拜 ， 山田の 「兩郡内教員
一

同 授業時間ハ洋服 ヲ着 ス

ル 事等 ヲ議 シ 」た とあ り， 郡単位で 洋服化を推進 しよ う

と した よ うである．

　しか し一般 に は 経済的に 恵 まれ な い 教 師 が 多 く，服装

は まち ま ちで あ っ た．明治 中期 の 小学校 で は，正教員

（師範学校を卒業す るか ，教員免 許 状 を 有す る 訓 導） が

十 分確 保で きず，准 訓 導，助 手 とい っ た 准教員を 多 く採

用 した．明治 17　（188・t）年 の 「兵庫 県統 計書 」を み て も，

全 教員数の 2／3 を 准教員が 占め て い る．准 教員が多 くな

る と，教師の 社会的地位 は 下 が る一方 で ，彼 らの た め に

各地で 講習会が 開かれ ， その レ ベ ル ア ッ プが 図られた．

こ の レ ベ ル ア
ッ プの

一
つ の 便法 と して 出 て きた の が，小

学 校教 員の 職 服一定 化 で あ っ た と考 え られ る．なぜ なら，

職服一定化 の 理 由を 拾 っ てい くと，「教員の 威厳 を保ち，

規律を整粛 に す る」
30，

た め とか ， 「教員服装実施前ハ着 服

区 々 二 渉 リ教員体面 上如 何 ナ ラ ン カ ノ 懸念 ア リ シ モ 明治

二 十八 年六 月
一

日服制実施後ハ品格 ヲ 高 メ テ 威信 ヲ保持

シ随 テ 父兄 ノ 信用厚 ク シ タ ル ノ 感想 ア リ」
Sl）

とい う記 述

が み られ る か らで あ る．

　兵庫県で は 明治 28 （1895）年 1月 10 日，兵庫県訓令

第
一

号 に よ り，「市 町村立 小学校男教員職服 左 記 ノ 通 相

定 メ 明治 二 十 八 年六 月一日 ヨ リ実施 ス 」
31）と定め られ た．

図 3 に その 形を 示す．形式や 地 質の あらま し は ，次 の と

お りで ある．

　帽　（地質）紺又 ハ黒 ノ 絨　（徽章） 金 色 ニ シ テ 形 団 ノ

　　如 シ 　但圓徑四 分石 目 ニ シ テ 圓周 及小 ノ 字研出剣長

　　サ ニ 分五 厘剣芒 ヨ リ長 サ ニ 分 ノ 打出 ヲ 付 ス 　（眼庇 ）

　　革 表黒 裏適宜 （頭紐）黒革留 釦金 色 （形状）

　　圖 ノ 如シ 　（備考）暑中 ハ 白色 ノ 日覆 ヲ 用 ユ ル コ ト

　　 ヲ 得

　上 衣　（地 質）紺又 ハ黒 ニ シ テ 質適宜　（袖章）紺又 ハ

　　黒 ノ 縁幅凡 ソ 六 分 ノ モ ノ ー
條 ヲ附 ス 　（製式）鈎 釦

　　掛立襟 ニ シ テ 全縁邊 ＝ 幅凡 ソ 入 分 ノ紺又 ハ 黒 ノ 縁 ヲ

9

　　　　　図 3．兵庫県小学校職員職服

明 治 28年 1月 10 日．『兵 庫 縣報 』 第 397 号， p，2〜3

　　附 シ 且 前面 ノ 左 右 二 物入 各
一

個 ヲ付 シ 其 周 團幅凡 ソ

　　四 分 ノ 紺又 ハ 黒 ノ 縁 ヲ付ス 　（形状）団 ノ 如 シ 　（備

　　考）暑中ハ白或ハ鼠色 ヲ用 ユ ル コ ト ヲ 得

　袴　（地質）上 衣 二 同 シ 　（製式）左 右 ノ 縫目上 部 二 物

　　入 各
一

個 ヲ付ス 　（形状）躅 ノ 如 シ 　（備考）上 衣 二

　　同 シ

　こ の 制服 は ，前年 の 明治 27 （且894）年 11月 に ， 諮問

を受けて い た 兵庫県教育会 が，知事 に答申した もの で あ

る．制服の 説明に ，「兵庫県尋常師範学校職員服 制 に 準

じ，背縫 目の 縁飾 を省 い た」 仕 立 で ある と 明 記 し て い

る33）
こ とか ら，デ ザ イ ソ ・ソ ース は 師範学校職員の 職服

で あ っ た．そ の 後福井県 で は 明治 28 （且895）年 10月 2

日tlc31），新鸛県で は 明治 32 （1899）年 2 月 且7 日 Icss），

小学校 の 男子 教 師 の 職 服を 決定 し た．そ し て それ ら の デ

ザ イ ン は ， 師範学校 が全国的 に 類似 して い た よ うに ， 兵

庫県の 職服 に 酷似 し て い た もの で あ っ た ．

　次 に こ の 服 制の 適 用 範囲 を み る と ， 先の 兵庫県訓令の

最後に，「准教員ハ通常 ノ 洋服 ヲ 以 テ 前項 ノ 職服 二 代用

ス ル コ ト ヲ 得 新任 ノ 者 ハ 就職後三 ケ 月 ハ 職服 ヲ 着用 セ

サ ル モ 妨 ナ シ 」 とあ り，お も に 正 教員を 対象に し た 職服

で あっ た こ とが明らか で ある．他県の 例をみ て も，新潟

県で は 「准教員 ハ 他 ノ 洋服若 ク ハ 筒袖袴 ヲ 用 フ ル コ トヲ

得」
CO⊃とあ り， 和服 も認め て い る，福井県で は ， 「准教員

ハ当分本訓令 二 依 ラサ ル コ トヲ 得」
SC）とい うこ と ま で 書

か れ，対 象外 に な っ て い る．こ うな る と，教 員全 体 の 体

裁を 整え る た め に一定 化 す る とい う名目が
， 実質的に は

不 統一と な り， 教員の
一

部で あ る校長 と正教員 の た め の

職服
一

定化 に な る可能性が強 くな る．当時 の 兵庫 県 の 小

（86且） ％
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日 本家政学 会誌　Vol．　42　No ．10 （1991）

学校卒 業 写 真 に は ，職服 の 人，背広型 の 洋服の 人，和服

の 人などが混じっ て写 っ て お り，
こ の あた りの 事情を伝

えて い る 3G）．

　准教員が 経済的 に 苦 し く ， 洋 服 ど こ ろ か 日常 衣 服 さえ

も購入 がむ ずか しか っ た こ とは，よ く知 られ た 事実 で あ

る
3T）．田山 花袋の 『田 舎教師』 に は，こ の こ ろ の 准教員

の 経 済 事情 と 彼 らの 心 境が よ く表れ て い る．物語は 主 人

公 の 清三 が，明治 34（1SO1）年 ごろ，埼玉 県羽生 弥勒小

学校 に 中卒の 准教員に な る とこ ろ か ら始 ま る．初 め て 会

っ た校長 は背広を着て い た が ， 師範出身の 特色 で あ る
一

種の 「気取」が，彼の 態度に 歴 々 と見 えた とい う．一方，

東京か ら来た 知名の 文学者が，白い 羅紗 （こ れ は ポー
ラ

の よ うな夏用 毛織物を羅 紗 と呼ん で い る の で あ ろ う）の

夏服を着 ，
お りお り声高く快活に 笑 うの を 聞き，次の よ

うに 思 う．「そ の 洋 服 や 笑い 声 は若 い 青年 に 取 っ て こ の

上 もない 羨望の 種で あ っ た 」
3S）．貧 し い が 若 い 准教員 に と

っ て
， 洋服 に 代表され る西 洋文化は，何をお い て も欲 し

い もの だ っ たの であ る．

　小学校教師の 服制に 対し て，教師側か らの 意識を知 る

た め に，r教育時論 』 （開發社） と r教 育報知』（教育報

知社 く 第 43 号 よ り東京 教 育社 〉） の 二 雑誌を 調 べ た．

こ の 二 種 を 選 ん だ 理 由 は 次 の とお りで あ る．

　兵庫県伊丹市立 博物館 に
， 明治 13 （1880）〜昭和 46

（1971）年まで の 『伊丹小学校日誌』 が保存 され て い る．

明治 30 （1897）年 7月 6 日の 日誌に
， 「雑誌来 ル 教 育

時論 439号 ， 教育報知 551 号」 とあ り，こ の 二 冊が 伊丹

小 学校 で 定期講読され て い た こ とが判明した．

　『教育時論』 は，明治 18（1885）年 4 月 且5 日か ら昭 和

9 （19S4）年 5 月 25 日 まで ， 約半 世紀間発 行 され た 旬刊

誌 （毎月 3 回 5 の 日発刊）で，且762号の 発行号数をもつ ．

雑誌の 特色は，教育の 総合雑誌 と し て ，文政当局 と常 に

若干の 距離をお き，教育上の 時事を速報的 に 論 じた こ と

に あっ た。ゆえ に明治年間に 発行され た 約 50種類の 雑

誌の なか で も，「第
一

人者」 と評せ られ る もの で あ る
39 ）．

　『教育報知』は ， 明治 18（1885）年 4 月 30 日か ら明治

37 （1904）年 5 月 22 日 まで ，途中 2年半の 休刊 があ る

が 約 20年間続 き， 656号を 数え る．そ して，『教育時論』

と とに も，「教育界 の 二 大雑誌」 とも称 され た．刊行が

不 規則 で あるが，週刊誌とし て の 期間が 最も長 い．ゆえ

に 通常 の 月刊誌が カ
ッ

トし て し ま う ニ ュ
ース も含む とい

う特色を もっ て い る
ω ．

　以上 の こ とか ら，伊丹小学校で は 当時最も高い 評価を

得て い た 『教育時論』 と ，
ニ

ュ
ース 性 の あ る 『教育報

知』 を 購入 して い た と考えられ る．

26

　『教 育時論』 で は 明治 27 （1894）年 11月 25 日 ， 「教員

の 服装に 関す る社友へ の 書信 」 と題し，森　有禮の 訓令

以来続い て い る洋服化や服制を論評 した短文を発表 した．

そ の 論 点 は ， 鹿 鳴館時代の よ うな 芝居 じみ た 有様 を，洋

服 化 ・
制服化 の ブーム の なか の 教育界 に 再現せぬ よ うに ，

各 人 が しっ か りした 見識 を持つ よ うに 説 い た もの である．

しか し現実 は これ に反 し て，職服
一

定化の 方向を 取 っ た

の で あ る．

　兵庫県 の 職服は ， 先の 宮城県の 例を除けば ， 他県 よ り

比餃的早 く制定され た．その と きの 教師の 対応 ぶ りが，

明治 28 （1895）年 10月 5 日の 『教育時論』 に掲載 さ れ

た ，「本年六 月職服制定 さ る．故 に ，有合の 羽織袴若 し

くは ，洋服は 用ゆ る こ と能 btず，依 て一
時 に 之を新調せ

ざる を得ず，是に 由て 中等以下の 教員中困 り居 る 者随分

多 し．」

　 急 な制 服 化 は ，正教 員に と っ て も負担 が大 きか っ た こ

とが 明らか で あ る．

　 こ こ で 洋服の 値段 に つ い て少 しみ てお きた い．

　明治 20 （且887）年青山師範学校が 生徒に 支給 し た 制

服 の 値段 は 次の とお りで ある 41）．

頭巾付外套

ダ ル マ 形冬服

同　夏服

大黒帽子

同　 日覆

同　徽章

綿 フ ラ ン ネ ル

シ ヤ ツ ズ ボ ン 下

金巾シ ヤ ツ

ズ ボ ソ 下

麻脚絆

短靴

靴下

　計

1組 4 円 19銭　　　但軍艦羅紗

1組 2 円 　 　 　 　但絹小倉

1 組 2 円 5 銭 7厘 但白雲齋

1個　　 45銭　　　但絹羅紗

1 個 　　 5 銭 5 厘 但白キ ラ コ 地

1個　　　5 銭　　　但師之字

60銭 5 厘

　　　　 25銭

1足 　　 25銭

1 足 且円 25銭

1足　　　3銭

　　11円 18銭 7厘

　学生の 制服 は官費支給で あ るが，それ で も全部そろ え

る と 11円あ ま りもかか る こ と に な る．

　高級 な洋服の 値段に は き りがな い が，ち な み に 明 治 25

（1892）年の 日本橋 白木屋 で の 値段 を参考 に し て み よ う
42，．

（862 ）

モ ーニ ソ グ

背廣

フ ロ
ヅ

ク コ
ート

オ ヴ ワ
ー

コ
ート

普通

〃

〃

〃

鳶形外套（とん び） 〃

15・6 円

12・3 円

17・8 円

12・3 円

10〜15・6 円

等

”

上

〃

〃

〃

　20 円

正6・7 円

22・3 円

17・8 円

20円前後

一
方 ， 教師の 給料は ， 資格や年齢，県 ・市な どに よ り
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表 2．大分県尋常小学校教員の 俸給 （円）

本科正 教貝 准教員

最高 最低 平 均 最 高 最 低 平 均

明 治 28年 度

明 治 29年度

明 治 30年度

13．oo14

．oo16
．　OO

7．007

．0010

．00

9．1679

．17411

．833

oooooo780　

　

1

500000557 6．　SO6

．338

．00

『大 分 教 育 史 』 p．376

差が あ るが，概略 を知 る た め に，明治 28 （1895）〜30

（1897）年 の 大分尋常小学校 の 例 を表2 に 示 し た
43），明

治 28 （1895）年の 兵庫県津名郡第五 高等小学校 で は ， 師

範学校卒業男子教員 17円 且人，且4 円 1人，師範学校卒

業に あ ら ざ る 男子教 師 12 円 1人，裁 縫科 雇 女 教員 2 円

1 人で あ っ たω ，ゆえ に 経験年数が不 明で あ るが，や や

兵庫県の ほ うが よ か っ た よ うで あ る．同 年，大 分県 で 准

教員が最高で も7 円 と は 厳 し い 額で あ る．ま た 正 教員 と

准 教員の 俸給 上 の 格差 もか な りな もの で あ る．明 らか に

准教員に と っ て洋服
一式は ， 全額は た い て も手に 入 らな

い 高嶺の 花で ある．

　 従来，服制が 制定され る まで は，正教員で も洋服の 人

や 和服の 人が い て ，表面的 には 准教員と区 別がつ か なか

っ た ．それ が 服制化に よ り，無理 を して で も正教員 は
一

定 の 職 服 を 着 る よ うに な る．一
方，准教 員は ，他 の 洋服

や和服で も許 され るの で ，

一
見 して その 区別 がつ くよ う

に な っ て しま っ たの で ある．

　 明治 29 （1896）年 9 月 20 日の 『教育 報知』 に，静岡

県か ら次の よ うな報告が行わ れ た．

　「教員職 服 に 正 准教員の 區 別 あ る は 生 徒教 養上 害あ り

と認む る を 以て 本會は其區別 を廢止 せ ん こ とを希望す る

旨其 筋へ 建議す るの 件を 可決せ りく中略〉服制 は 正教員

と准教員 と一見 し て 階級 が分 る 様 に 為 て 居 る の で 自然 准

教員に 對す る生徒の 信用 と云 ふ 者は 比較的に 輕く見 る と

云ふ 傾向が 往 々 御坐 ります延 ひ て 生徒の 教養上に も害が

あ る 」．

　も と よ り教 師間 で は ，
「関 と い う 准教員」 とか 「師範

校出の
一

」
45 》

とい う よ う に ， 学歴や資格が話 し こ とば

の な か で 無造作 に 使われ た り，小学校教員等級 と し て 上

等教員，中等教員，下等教員，等外などと差別的階級名

が使 われ た り
“ ），服装を論ず る以前 ｝こ ，階級意識が 強 く

は た ら い て い た の で ある，教 師の 服 制 は ， 結局 こ れ ら に

新た な表象 をっ け加 え る こ と に な っ た の で あ る．

　制服化賛成論が，明治 30 （1897）年の 『教育報知』に

2 号 （第 546 ・547 号）に わ た っ て 登 場す る。こ れ は 6

名の 執筆者が，「教員の 職服
一

定化す る の 可 を 論ず」 と

題 して 賛成の 根拠を述べ た もの で，その 主要点をまとめ

る と次 の 7項 目に な る．

　  教師の 威厳や 品位を 保 ち ， 信用を 得 る

　  教師の こ とば使い や 行動が制服 に よ っ て 規制され ，

　　　教師道の 退廃を 防 ぐ

　   洋服の 制服は 軽便 で 行動 しや すい

　  華美 に な らな い

　  　生 徒 の 筒 袖 化 を うな が し ， 生 徒 の 模範 に な る

　  草履leよ るほ こ りが減 り衛生的で ある

　  木綿製の 洋服な ら安価 に で きる

　 こ の よ うな職服に 対す る生徒 の 反応を ， 新潟県の エ ビ

ソ ードか ら拾 っ た，「あ る教員が南保内を巡回 し て い た

時三 ，四 人 の 小学生 ら しい 子供が掘 抜き井 戸 の 水 に 遊ん

で い た が，制服 を着た 教 員を 見 る と た ち まち 立 っ て 敬礼

し た」
47，．明らか に，教師と生徒の 問 に，軍隊的関係 が育

っ て い る と思わ れ る生徒 の 対 応で あ る．

　兵 庫県で は 実施 の 経験 か ら と い う理 由 で ，明治 31

（1898）年 4月 に 職服 の 改定 を 行 い
， 帽子の 微章を 剣か

ら桜 に 代え，フ ッ ク 留め を ボ タ ン 留め に し，縁飾りを取

り除 い た 形 に した （図 4）48）．こ の 傾 向 は 福 井 県 で も み

られ 49 ｝

， こ の 頃制定 された 千葉県の 職服は ， 最初か らボ

eofo

oo

》
o ●

　　　　　図 4．兵 庫県小学校職員職 服 改定

明 治 3置年 4 月 20 日 改 定．『兵 庫 縣 報』第 623 号， p．
2〜3
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タ ソ 留め で あ る CO》．

　 賛否両論の 職服論争の なか で，か な り強 い 影響を与え

た と思われ る反対論 が，明治 36 （1903）年 12月 5 日の

r教育時論 』 に 掲載 さ れ た ，執筆者は 京都府立第一
中学

校教 諭 山本良吉で あ る．彼は 4年前 の 『教 育時論』（第

513 ・514 号）に，「衣 服論」 を発表し，世界の 人 々 の 服

装か ら衣服 の 本質を考えた 見識家で ある．論文 は 「教員

の 制服」 と題した 5，000字あ ま りの 異例 とも思え る長文

で ，「学説政 務」 の ト ッ プ に 掲載 さ れ た．そ の 論点 を ま

とめ る と次の 3 点 に なる．

　   教師 に 威厳 が必 要で あ る，とい う考え 方 に 対 す る

反論

　 教師が官吏や軍人の よ うに，官職上の 威厳 を保っ に は

そ れ相当の 立 派 な 服 装が 必 要 で あ る．軍隊 は 命令 と権威

の 上 に 成 立 し，そ の 考 え 方を 粗織内に 定着させ る 必 要が

あ る．そ の た め 常 に 命令的 で ある．しか し学校は軍隊で

は ない ．生徒の 能力 や 自発 性を導き出 す と こ ろ で あ り，

生 徒 と教師の 共同作業の 場 で ある．

　 原点に もど り，教育の 場 に は た して 威厳が必要か．た

とえ そ れが必 要だ と し て も，服 装 とい う上 辺 だ け で 威厳

は 生 まれない．制服 とい う威厳の もとに 育て られ た子供

に は，種 々 の 職業 の 人へ の 理解の 心 が育ち に くい ．人の

つ く っ た 権威 ・
威厳 な ど は，真 の 人物 を つ く るに は む し

ろ 役 に 立た ない と考える か らで あ る．

　   制服を着ない と職務身分の 自覚に 乏 しい
， とい う

考 え方に 対する反論

　 日頃 自分 の 頭の なか に，教師として の 職務を 意識 して

い な い 人が，制服 で それ を補お うとす る の は 本末転倒 で

あ る．き っ ば りと退 くべ ぎで ある．

　  制服 は華美を 防 ぐ， とい う論 に 対す る反論

　身分不 相応な華美な服装を して い る人は きわ め て 少な

く，む しろ 不 体裁 な服 装 を した 人の ほ うが，圧倒的に 多

い の が鵄状で ある．不体裁 に な る理由とし て ， 服装 に ま

っ た く無頓着，もともと教師 に 向い て い な い，経済的 な

理 由な どが ある．

　山本の 制服論 は，当時の 権威主 義
・
軍国主 義的な教育

に 真向か ら対立 した教育論で あ る．先 に 発表した 「衣服

論 」 の 考 え方 と 合 わ せ る と，教師の 職服
一定化 は ， 威

厳 ・道徳 ・習慣
・
美意識 な どの 「人工 の 表示」 につ きる

とい うの で あ る．彼の制服論 は ，ひ と くちに い っ て 近代

的で あ る．当 時の 人 々 が 持 っ て い た 一般的な 階級意識か

ら約
一

世紀進ん だ民主的 な考 え方で あ る．そ して 彼の 論

に よ り，教師の 制服化は ，とに か く新教 育体制 の 恰好を

つ け な けれ ば な らな か っ た 時代 の
一

つ の 便法で あ っ た こ

28

とが，い っ そ うは っ きりとみ えて くるの で ある，

　 この 論が発表さ れ た 翌年の 明治 S7 （1904）年 4月 20

日 ， 兵庫県は 訓令第26 号 に よ り職服 の 制度を廃止 し た．

その 理 由 は ， 「近年世運 ノ 進歩 二 伴 ヒ 其規程 ヲ存 置 セ ザ

ル モ 教員各 自；於テ 其容儀 ヲ 保持ス ル ニ 相当 ノ 服装 ヲ 為

ス ベ キ コ ト ト認 メ 之 ガ 規程 ヲ廃止セ ラ レ タ ル 次第」岬 と

い うもの で ある．さらに ， 「将来 ト雖モ 病気其他止 ム ヲ

得ザ ル 場合 ノ外 ハ 相当ノ洋服 ヲ着用 シ テ 教員 トシ テ ノ 容

儀 ヲ 正 シ 威信 ヲ 保 タ シ ム ル 様」とつ け加 え て い る．要す

るに ，病気その 他特別の 理由がない 限 り洋服 を着用 し，

和服は 着な い とい うこ とを 表明し た もの で あ る．こ の 考

え 方 も，東 京師範学校教師の 服装規程 に あ る，「病気 ノ

場合 二 於テ ハ 羽織 （紋付）袴 ヲ 着用 ス ル コ ト ヲ得」Pt，と
い う内容に 共 通 した もの で あ る．

　 4． む す び

　 制服を持 た なか っ た時代の 師範学校生徒の 服装で ，こ

れ だ け は 外出時 に 必ず身 に つ けた とい うもの を探 して み

た。た とえ ば福島師範学校 で は ， 「帽子も靴もい らな い

が，袴丈 は 是非 つ け させ られ 」
5t》た と い う．お お むね 校

章つ きの 帽子 と袴 が 多い．明治初期 の 激師 は士 族出身者

が 多 く， 袴 は 武士 が外出す る さい の 礼儀 にか な っ た 服装

で あ る．帽子の ほ うは，男子 日本人 が和装 に 取 り入 れ た

洋装品の なか で ， 最 も好 ん だ もの の
一

つ である．それ に

校章をつ けた の は，軍服の 帽子の 徽章に な らっ た の で あ

ろ う．要す る に 服装の 大部分 は本人 ｝こ まか せ，た だ帽子

だ けは
一定 に す る とか ， 袴だ けは 着用す る とい う程 度 で

生徒の 服装は 成 り立 っ て い た の で あ る．服装は着 る側 と

それ を見 る 側との一種の 緊張で つ り合 っ て 存在す る．教

師側 に 教育 に か け る情熱や 意識が高い ときは ， 多少衣服

が 崩れ て い て も， 教師が無視 され る こ とは な い．教育に

関す る力量が少なく， 服装 で カ バ ーし よ うとするな ら ，

櫓威主義の 方向に傾 くであろ う，服装は ，着用す る人間

が 主体で あ る こ と，そ の 人間性 の 重み が衣服 と一
体 に な

っ て 表面化 して い る こ とが ， 教師の 職服
一

定化の 流れの

なか で も如実に 語 られ て い る．

　 こ れ ま で 述ぺ た 小学校教師の 服制 が，服 装全 体の 流れ

の な か で ， どの よ うな意味があ っ た か を 次の とお りま と

め て み た．

　（1）外国 の 教育制度 や 内容 を 導入 し て 始 ま っ た 小学校

教育｝こ お い て ， 教師が洋服を着た こ とは ， 欧化政策の
一

端 を 担 っ た こ とに な ろ う．そ して 身分の 高い 者か ら欧化

が始 ま っ た こ とか ら ， 階級性を示 す表象 と して その 役割

を果た した と考え られ る．

（em ）
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　（2）職 服 の 訓令は ，

一つ の 県の な か で の
一

定化をめ ざ

した もの で あ る．ゆ え に そ の 形 は 各 県 ご とに 異 な っ て よ

い はずで あ る．し か し今 日その 形を み る と，どの 県で も

よ く似た 形を採用 して お り，他県の 例を意識 した結果と

み る こ とがで きる．江戸時代の 藩体制下 の 独 立 した 気風

か ら，日本全体を指向す る中央集権意識が，形 の 決定 に

影響を与えた と考え られ る．

　（3）教師の あ り方を支配 して い た考え方 は，威厳 と品

位で あ る，服装で は容儀を正す こ とが ， それを表現す る

こ とで あ っ た．小学校教師が モ デ ル とす る もの は，師範

学校 の 教師で ある．そ して 師範学校の 教 師は ，最も威厳

を重 ん じる軍隊 ， と りわ け陸軍 に その モ デ ル を 求め た．

こ の 一連の っ なが りが，服装 の 上 か ら明らか に な っ たC

　 目清 ・
日露戦争に は さ まれ た時代を背景に して ， 強い

国民，強い 日本をめ ざし た新政府の
一

翼を担 っ た もの が

小学校教師の 服制 で あ り，その 期待をか けすぎた た め に，

制度 とし て は短期間 に終 わ っ た とい える の で は な い だ ろ

うか．

　最後 に，ご助言をい た だ きま した 奈良女子大学相川 佳

予 子 教授 と，ご協力 くだ さ っ た神戸市児童館指導員田常

留美氏 に感謝の 意を表し ます．

　なお本研究 の 概要を，平成 2年度日本家政学会関西支

部大 会 に お い て 発表 し た．
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